
 

【ニュースリリース】 

2013年 2月 7日 

 

ブリティッシュ・エアウェイズ、高度 35,000フィートでも風味を保つ
スペシャルブレンドの「トワイニング」ティーを提供 

 

ブリティッシュ・エアウェイズ（本社：英国ロンドン、CEO: Keith Williams）および 

トワイニング（本社：英国ロンドン、CEO: Bob Tavener）は、上空でも風味を保つこ
とが可能な革新的な新しいブレンドの紅茶を用いて、機内でのティータイムに変革をも
たらします。この新しいブレンドティーは、2013年 2月よりすべてのクラスのお客様

に楽しんでいただいています。 

 

ブリティッシュ・エアウェイズは、高度 35,000フィートでは紅茶の風味が約 30%損な

われるとの調査結果を元に、トワイニングに地上で味わう紅茶と同様の風味を保つこと
ができるティーバッグの開発を依頼しました。 

 

新しいブレンドティーのテ
イスティングは地上と上空
で行われ、19名のお客様の他、

キャビンクルーやトワイニ
ングのシニア・ティー・バイ
ヤーであるマイク・ライト氏

を含む専門家が審査員とし
て参加しました。マイク・ラ
イトは「機内に持ち込まれた

水は、紅茶を淹れるのに理想
的な温度である摂氏 100度ではなく、摂氏 89度で沸騰します。また、低い気圧と湿度
が人間の味蕾の機能を狂わせ、乗客は味が変わったように感じてしまいます。加えて、

新しいブレンドティーが機内においてストレートティーでもミルクティーでも美味し
いと感じることが非常に重要でした。この新しいブリティッシュ・エアウェイズ・ブレ
ンドは高度 35,000フィートでも素晴らしい味わいを生み出す完璧にバランスの取れた

紅茶です」と述べています。 



 

この新しい紅茶は、アッサム、ケニア、高地で栽培されたセイロンの茶葉をブレンドし

た紅茶で、このクラシックな組み合わせは、適度なボディと濃さ、良い風味と色を引き
出します。アッサムを多く加えることで、調和の取れたフルボディのブレンドを生み出
し、ケニアが濃厚さ、セイロンが風味を加えています。 

 

この紅茶は、ブリティッシュ・エアウェイズのために特別に作られました。また、クル
ーがポットからすぐにお客様に提供できるように大型のポットに対応したティーバッ

グがデザインされています。 

 

ファーストクラスのお客様は、この新しい紅

茶に加えて、English Breakfast、Earl Grey、 

Mint Humbug、Jasmine Pearls、Red Berry 

Fool、Honeycomb Camomileを含むトワイ

ニングのWhole Leaf Silk Pyramidsシリーズ
を楽しんでいただけます。 

 

Club World（ビジネスクラス）のお客様には、
Earl Grey、English Breakfast、緑茶に加えて、
Cranberryと Elderflower、Camomileと

Peppermintのブレンドを楽しんでいただけ
ます。  

 
＊＊＊ 

ブリティッシュ・エアウェイズ                        

ブリティッシュ・エアウェイズは世界 75カ国、150都市以上に広範囲なネットワーク

を持つ航空会社です。世界有数の規模を誇る航空会社として、年間 3,600万人の方に
ご利用いただき、就航以来 12億人以上の方に選ばれています。2012年 8月には世界で
就航 93周年を、日本においては今年就航 64周年を迎えました。現在、成田―ロンド

ン間を毎日運航しており、2011年 2月 20日より羽田―ロンドン間を週 5便運航してお
ります。 

 



 

ブリティッシュ・エアウェイズはロンドン・ヒースロー空港のターミナル 5、ターミナ

ル 3から発着します。日本路線が利用する最新技術を駆使したブリティッシュ・エアウ
ェイズ専用のターミナル 5は、2008年 3月 27日にオープンし、年間 3,000万人の方
にご利用いただける規模を誇ります。 2010年 6月にはターミナル 5の利用者数が

5,000万人を突破いたしました。 

 

ブリティッシュ・エアウェイズは、2012年 9月に、英国旅行雑誌 Business Traveller

による読者調査において、Best Airline(最優秀航空会社)、Best Short-Haul Carrier(最優
秀近距離航空会社)、Best Business Class（最優秀ビジネスクラス）、Best Frequent Flyer 

Programme(最優秀マイレージサービス)に輝きました。 

 

ブリティッシュ・エアウェイズの詳細は、www.ba.com をご覧ください。 

  

本件に関する報道関係の皆様からのお問い合せ先 

ブリティッシュ・エアウェイズ広報担当 

アシュトン・コンサルティング・リミテッド 

住所：〒105-0001東京都港区虎ノ門 3-7-8ランディック第 2虎ノ門ビル 8階 

電話：03-5425-7220 

FAX：03-5425-0857 

メール：ba@ashton.jp 

 

日本語担当：岩屋雄三、福井容子 

英語担当：ブレット・ウォールバトン、ダン・アンダーウッド 


